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３．木組みの使用場所の例 

①斗組み(ますぐみ)の例 

伝統建築は木造の建物であるから、ほぼ全体が木

で組み立てられている。したがって木組みは建物全

体に使われている。写真５は奈良にある薬師寺三重

塔（写真４）の初重斗組み(しょじゅうますぐみ)部

分の模型（実物の 75％）である。斗組みは、斗と肘

木(ひじき)の部材を中心に重ね組み合わせて形成さ

れている。屋根を大きく張り出させるための機能を

持つと同時に、意匠の面でも華やかさを演出してい

る。写真６は初重斗組み部分の模型(写真５)の分解

した部材を並べたもので、約 50 個ある。主要な部材

には部材名や番号が振ってあり、どの場所に使われ

るかが一目でわかるようになっている。組み立てる

のに接着剤も釘も使用していないので、分解してま

た組み立てることができる。薬師寺の塔では約

15,000 個の部材が使われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②釘は使うのか？ 

釘を一本も使わずとよくいわれるが、構造的に重

要な部分には補助的に釘を使っている。その釘は現

在一般的に使用されている洋釘ではなく和釘と呼ば

れるもので、大きさは６㎝くらいから大きなもので

は 60 ㎝近くに及ぶ（写真７）。専門の鍛冶職人の手

により、１本ずつ叩いて作られる和釘は、洋釘に比

べて錆びにくいなどの耐久性がある。 

小学校の教科書でも紹介されている鍛冶職人の白

鷹幸伯(しらたかゆきのり 1935～2017)は、宮大工

の鬼と呼ばれる西岡常一(にしおかつねかず 1908

～1995)に薬師寺西塔再建に使う釘の製作を頼まれ

た。このときに、千年もつ建物に使う釘だから千年

もつ釘を作ると取り組んだのである。 

 

４．伝統文化である木組みの技術継承 

伝統といわれるものが、存続の危機に直面してい

るのは建築の分野だけではなく、ものづくりの世界

全般にいわれている。木組みの技術も状況は同じで

ある。伝統木造建築の需要が激減している、大きな

木材が手に入らない、宮大工を含む大工の数が減っ

ているなどが大きな理由である。 

この伝統技術が継承されなければどうなるのであ

ろうか。世界最古の木造建築といわれる法隆寺金堂

が 1300 年受け継がれているのは、木組みの技術が

あるからといえる。木組みの持つ、解体してもまた

組み立てられるという大きな特徴があるからである。

傷んだ部分を取り除き、替わる部材で補修すること

で、また生き続けられる。一度途絶えてしまった技

術の復活は難しいものである。 

新しい文化や技術を展開させながらも、古くから

の伝統文化や技術が継承されることを願ってやまな

い。 
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〈ものづくりと教育機関〉 

ものづくりの継承を次の世代へ 

（神奈川県立藤沢工科高等学校） 

大西 堅司 

１．学校の概要 

本校は、平成 15 年４月に神奈川県立藤沢工業高

等学校と大船工業技術高等学校が合併し、神奈川県

立藤沢工科高等学校として開校した学校である。 

１年生は全員が総合技術科として入学し、２年生

から分かれる専門教科（以後、系という）について、

基礎基本を学び、自ら探求を進める。 

系は６つあり、生産技術系・情報通信系・建築系・

住環境系・都市土木系・総合デザイン系の中から選

択する。年によって系の希望者数は変動する。 

２年生からは、選んだ専門の系について施設見学

や現場見学なども含めた学習を取り入れ、さらにイ

ンターンシップ体験や専門の資格も取れるようにな

る。 

３年生では、授業にデュアルシステムという長期

就業体験を取り入れた学習や、他系と交流ができる

「課題研究」もある。 

卒業後の進路は、約６割が就職、約４割が進学と

なっている。求人数は現在 3,800 件を超えている。 

 

２．建築研究部の概要 

建築研究部は、建築に関するコンペに取り組む生

徒や、ものづくりに取り組む生徒たちが集まった部

活動だったが、担当職員の減少もあり現在はものづ

くりに特化した部活動になっている。部員数は１名

の時もあれば３名の時もあり、決して多い部員数と

はいえない。 

主な活動として、春から夏にかけ、または秋まで

は高校生ものづくりコンテスト（以下、「ものコン」

という）の練習を行っている。ものコンは夏休みに

入ってすぐに神奈川県大会があり、８月下旬に関東

大会、11 月に全国大会と続き、全国大会に出場でき

る年もある。８月上旬には若年者ものづくり競技大

会にも出場する。秋から冬にかけては、国家資格で

ある技能検定の練習を行い、受検している。 

文化祭では、部員がカンナを利用した木材の削り

方の手ほどきを行い、来校された方々に木材の削り

体験をしてもらっている。大変好評で、体験を待っ

ていただくこともある。 

建築研究部の卒業生は、工科系大学や、工務店、

ハウスメーカーなどに進学・就職をしている。途中

リタイアがまだ出ていないのが強みである。 

 

３．コンテストや競技大会について 

高校生ものづくりコンテストは、ものづくり技術・ 

技能の継承と水準向上を図るため、各高等学校で取

り組んでいる、ものづくりの学習成果の発表の場と

して、全国の高校生が一堂に会して、技術・技能を

競い合う全国的な大会である。旋盤作業、自動車整

備、電気工事、電子回路組立、化学分析、木材加工、

測量、溶接の８部門がある。 

 本校の建築研究部が出場している木材加工部門で

は、配付された材料を使用し、仕様及び課題図に従

って現寸図作成、木造り（材料となる木材にカンナ

をかける）、墨付け（加工用の印をつける）、加工、

組立などを行い、完成度が審査される。 

 本校の最高位は、2021 年度の全国大会初出場（開

催県枠）から２回目出場となった、2023 年度の全国

大会第３位であり、これは神奈川県初入賞であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 桜がとてもきれいな学校である 

写真 2 2023年度ものコン全国大会 

〈ものづくりと教育機関〉

ものづくりの継承を次の世代へ
（神奈川県立藤沢工科高等学校）

� 大西　堅司
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若年者ものづくり競技大会は、職業能力開発施設

や工業高校などで技能を習得中の原則 20 歳以下の

若年者を対象とした技能競技大会で、15 の競技職種

がある。若年者の技能向上と就業促進を図り、若年

技能者の裾野を広げることを目的としている。 
本校が参加している建築大工の職種では、決めら

れた時間内に木造小屋組（屋根を支えるための骨組

みのこと）などの一部を製作し、出来栄えを競う。 
この大会には、工業高等学校の生徒は全国工業高

等学校長協会の推薦を受けた者、いわゆる前年度の

「ものコン関東大会」の中で１・２年生の最上位の

者でないと出場できない。本校は 2023 年度に、参加

者 30 数名中ベスト８に相当する敢闘賞とメダルを

いただき、これは神奈川県初となる快挙であった。 

 

技能検定は、技能のレベルを一定の基準によって

検定し、その技能を公に証明する国家資格である。 

この制度は、職業能力開発促進法に基づき、働く

人々の技能と地位の向上を図ることを目的として神

奈川県職業能力開発協会が実施している。 

本校では後期に行われる建築大工の職種にチャレ

ンジしており、３級や２級取得に向けて取り組んで

いる。 

 

 

４．活動の実際 

現在、私が本校で指導を始めて７年目となる。2019

年の異動したての頃、建築研究部の生徒は、まじめ

でおとなしい印象であった。前任校では、ものづく

りを通して様々なチャレンジの場を生徒に与えてき

た。将来の自分の姿を想像し、進むべき方向を考え

るきっかけづくりとして、ものコンや技能検定など

への挑戦を促してきた。 

本校でまず始めたことは、前任校と同じように、

①安全対策 ②作業スペースの使い方 ③様々な道

具の使い方 ④常にメモを取らせる ⑤道具の手入

れ ⑥鑿の研ぎ方 ⑦作業する前のイメージトレー

ニング ⑧木材とよく対話をしなさい（木材は人と

同じ、二度とその木には触れることができないので

同じ作戦は通用しない） ⑨作業した部分の検証と

対策 ⑩作品は 70 点以上を目指しなさい（優勝を

目指して燃え尽き症候群が起きると、ものづくりの

継承が途絶えるため）などの指導であった。いずれ

生徒が社会に出たときに、お客様に「ありがとう」

と言ってもらえる仕事ができるようにと、生徒には

伝えている。 

コロナ禍からものコン課題が小屋組から四方転び

（四隅の柱や足が上方において平面中心方向に同程

度傾斜している形状のもので、椅子や踏み台などを

作る際に用いられる。技能検定２級レベル）になり

難度が上がった。理由は、高校生のレベルが上がり

採点に差がつかなくなってきたということだった。

しかし、四方転びを指導できる教員がいないという

ことで、ものコンに参加する学校が少なくなり、東

京や千葉が辞退している現状がある。更に追いうち

で、木材の高騰がある。本校も例外ではなく大変困

っている。 

そこで、外部の協力を得ることにした。神奈川県

職業能力開発協会で行われている、ものづくりマイ

スター制度を利用することにしたのだ。マイスター

（現役の大工）の指導の下、技術技能が習得でき、

練習用の木材まで支給していただけるので、本当に

助かっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4 技能検定の様子

写真 3 2023年度若年者ものづくり競技大会  

写真 5 マイスターによる講習
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そのおかげで、前述したようなコンテストや大会

への出場、受賞へとつながっている。 

2023 年度のものコン全国大会で本校が神奈川県

初の入賞である３位になったとき、優勝者との差は

わずか２点差だった。優勝者の練習本数を聞くと驚

くことに 100 本以上だった。本校はその１/10 の数

である。お金のかけ方が全く違うことに驚いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．練習の一例「さしがね」について 

 大工道具のひとつに「さしがね」がある。L 字型

をした金属性の直角定規のことで、長さの計測をは

じめ直角の線引きや点検などに用いられる。長いほ

うを「長手（ながて）」、短いほうを「妻手（つま

で）」、などと呼ぶ。さしがねの使い方がもっとも

重要で、生徒には以下の資料のような練習をさせ、

理解を促している。 

 

① 点と点を結ぶ練習 

点と点を確実にとらえる練習としてダイヤモンド

の練習がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 線と線を繋ぐ練習 

木は加工しても生きている。湿気が多いと水分を

含み大きくなり、乾燥すると縮んだり、曲がろうと

する性格があるため、角材に一周線を引こうとする

とスタートとゴールの点が合わない。さしがねの表

裏をそれぞれ２面ずつ使い合わせていくと点と点を

結ぶことができる。ただし、目の置き方に注意が必

要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6 若年者ものづくり競技大会

写真 7 2023年度全国大会第３位（前列右端）

図 1  ダイヤモンド 

① 

② ③ 

④ 

図 2  木材の断面図  

 

線を引く順番は①→②→③→④ 

①②は左側面にさしがねの長手を合わせて線を引く 

③④は右側面にさしがねの長手を合わせて線を引く 
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1 5  

③ 基本図を理解する 

図３のような基本図の意味がわかると、木材の

様々な勾配角度を知ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（勾／殳（こ））は屋根の勾配角度、（中勾／殳）

は四方転びの角度、（欠勾／殳）は隅木の先端の角

度などである。 

 

④ 裏目について 

木造住宅ではよくルート（√）２を用いる。裏目

はあらかじめルート２の長さになっており、そのま

まの寸法を使うことができる。(○の部分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ さしがねは電卓 

 さしがねは、足し算、引き算、掛け算、割り算、

ルート計算、比例反比例計算などができる。その計

算に合わせた三角形を作り、例えば底辺の長さを測

ると答えがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６．．終終わわりりにに  

コロナ禍以降、教員の業務がひっ迫し、平日は部

活動の指導をすることができなくなったため、生徒

には毎日の目標を持たせて練習をさせている。 

近年、教員不足に加え建設科を新設した学校があ

り、本校では建築系の教諭が私一人だけ（欠員の補

充がない）、さらに私もすぐ定年を迎えようとして

いる。県内の先生方には実務指導（ものづくり）に

不慣れな先生方が多く、今後の工業系高校の消滅が

心配される。私自身、工業高校は必要ないと言われ

たこともあった。 

厳しい現状ではあるが、一人でも多くの生徒に木

のすばらしさを知ってもらい、日本の伝統工芸を引

き継いでほしいと願っている。 

 

 

おおにし・けんじ 

（神奈川県立藤沢工科高等学校 総括教諭） 

 

図 3  基本図 

  

図４ 寄棟屋根の例 

図５ 掛け算・割り算の三角形 
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